
 

 

 

 

    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

港南中・ 保健室 

  R2．12．25 

思春期アンケート結果 

～ 中学生になってからの心の変化について ～ 
令和２年１２月実施 【男子１０３名 女子９９名実施】 

 

１2月 18日（金）、１年生思春期教室「変わっていく心と体の変化」の授業を行いました。   

 思春期（子どもから大人へと成長していく時期）には、体だけでなく心にも変化があります。事

前に思春期アンケートを実施し、その結果を小学生の頃と比べながら教室が進んでいきました。 

二次性徴はホルモンの働きで起こること、体の中で起きている男子の射精や女子の月経の仕組

み、性器のケアや月経痛の乗り切り方など、男女でお互いの体と心の変化について正しく知ること

ができました。思春期教室で学んだことで、お互いを理解し合えたのではないかと思います。 

性への「興味」が出てくるのは、思春期の特徴です。今は、インターネットなどから、性の知識

を簡単に入手することができますが、間違った情報に惑わさ 

れ、トラブルに巻き込まれないように、正しい知識・情報を 

知ることが大切です。 

 〈教室の内容〉 

１ 一次性徴と二次性徴       ２ 男子の体（射精） 

３ 女子の体（月経）        ４ 思春期の心 

５ 自分の体を大切にするために 
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あなたのストレス解消法は？ 一人一人自分を振り返りました。 

O P 

「中学生になってからの心の変化について」の質問に対して、「イライラすることが多くなった。」

「親に反抗するようになった。」という人が多くなっています。中学生になって、「親に干渉されたく

ない」という気持ちが現れ始めています。思うようにいかないことも増え、ストレスがたまっている人

も多いようです。自分なりのストレス解消方法を見つけて、気分転換をしてみましょう。   

思春期の心の変化について、男子より女子の方が「はい」と答える人が多く、男子より女子の方が心

の成長が少し早いようです。「ヘアスタイルに気をつかう」や「外出するとき、服装に気を付けるよう

になった」など、自分に対する周りからの視線を意識し始めています。身だしなみに気を遣うことは大

事なことですが、露出の多すぎる服装は、相手に不必要な刺激を与えてしまいます。自分にはその気が

なくても、結果的に被害者になってしまうおそれもあります。そうならないためにも、そのような危険

な状況にならないためにも、時と場所、場面に応じた服装について、お家の人とも一緒に考えながら、

気を付けて生活していきましょう。 

思春期の体や心の変化には個人差があり、一人一人違っていて当然です。お互い 

を思いやって、友達の体つきや成長のことを冷やかすような言動はやめましょう。 

目標を決めて規則正しい生活を送り、バランスのよい食事、睡眠、休養をとり、 

健康な心と体をつくってください。焦らず、自分のペースで、自分らしく成長し 

ていきましょう。   

 

 

「怒り」の感情がわくのはとても自然なこ

とで、決して悪いことではないと思います。

でも、「怒り方」によってはトラブルになった

り、自分や相手を傷付けてしまったりするこ

とがあります。そうなるとお互いに不愉快で

すし、そんなことばかり繰り返していたら、

ストレスがたまり、人間関係も悪くなってし

まいます。怒りの感情・ストレスと上手に付

き合っていきましょう。 

アンガーマネジメントより 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊体の性 … 生まれながらの性。生物学的に、性

器の特徴や染色体で分けられる性。 

＊心の性 … 自分自身が思う（ありたい）性。 

例えば、体の性は男性だけど、心の性

は女性でいたい。または、その逆など｡ 

＊好きになる性 … 恋愛の対象になる性。 

（性的指向） 

ＬＧＢＴとは 

Ｌ＝「レズビアン」（女性同性愛者） 

Ｇ＝「ゲイ」（男性同性愛者） 

Ｂ＝「バイセクシュアル」（両性愛者） 

Ｔ＝「トランスジェンダー」 

（体と心の性が一致しない、違和感がある。） 

その他、性的マイノリティの総称。 

ＬＧＢＴ ～性的マイノリティについて～ 

自分の性 

思春期は、一生の中で心と体が劇的に変化すると

き、子どもでも大人でもない時期です。大人から自立し

て、少しずつ独り立ちの準備をし始めます。今、不安に

なったり、反抗したり、異性に興味を持ったりしながらも、

夢や希望に満ちあふれ、無限の可能性を秘めていると

きです。 

誕生してから、多くの人に支えられて成長してきました。まだ、大人に甘えないと生

きていけませんが、甘えすぎてはいませんか？自分にできることを大人にしてもらって

いませんか。 
【 １年学年主任 

米澤 浩 先生のお話 】 

一般的に、人は「男」「女」の二つの性別に分かれています。社会の中の多数の人は、「性別は、男

と女しかいない」「人は異性を愛するのが当たり前」「心と体の性別が違うなんてありえない」という

考えを持っています。 

しかし、そうではない人もいます。同性を好きになる人もいれば、体の性と心の性が一致しなくて、

自分の性別は間違っていると感じ、違う性に変わりたいと願う人、大多数の人とは違った考え方を持つ

人もいます。そういう少数派の人のことを「性的マイノリティ」といいます。 

「性的マイノリティ」の人は、日本国内に約 7.6％、約 13人に１人の割合でいると 

言われていています。 

（※ 割合については、約５％、約 20 人に１人くらいという説もあります。） 

体や心の変化に個人差があり、顔つきや性格が違うように、性に対する考え方も 

人それぞれ違います。人と違うことがいけないことではありません。全ての人が自 

分らしく生きていけるように、自分とは違っていても、相手のことを理解していく 

ことが大切だと思います。 

～ １年生のみなさんへ伝えたいこと ～ 

我が家に、３人の子どもたちの３個のランドセルがあります。６年間使って、だいぶ古くな 

り、壊れかけていますが、捨てられません。このランドセルは、孫たちの成長を願って買い与 

えてくれた祖父母の願いが込められているからです。みなさんの命は自分だけのものではあ 

りません。先祖の誰か一人でも欠けていたら、出会っていなかったら、今の自分はここに存 

在しません。あなたがこの世に生まれてきたことは奇跡です。あなたは、たくさんの人の思いを 

背負って生きています。大切な命、人の思いを感じ取れる人、そして、自分を大切に、人 

を大切にできる人になってほしいと願っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の感想より  

思春期の心の変化や体の成長について詳しく知

り、ストレスの対処方法も理解することができた。

と分かりよかった。

上手く思春期を乗り越えるた

めに健康的な生活をしようと思う。（男子） 

最近、イライラして、親や兄弟に反抗してしま

うことが増えたと思うので、

です。男

女の心や体の成長の違いなどもよく分かりまし

た。自分はこうだから

相手の言葉もよく聞い

ていきたいと思います。私がこの時代に生まれた

のは、当たり前ではなく、奇跡だと思い、これか

らも

です。（女子） 

自分たちの成長がどのようなものかを、保健の授業より詳しく理解することができました。

僕自身はストレスに

弱いタイプなので、ストレスの対処などをしっかりと行って、心身が健康な生活を送ることができるよう

にしたいです。（男子） 

 学校や部活で嫌なことがあって、ストレ

スになることあるけど、こういう

男子の体に起こ

る変化について、詳しく知らなかったの

で、知ることができ良かったです。また、

女子の体に起こる変化も、男子に知ってもら

えて良かったです。（女子） 

米澤先生が言っていた

と言う言葉が心に響きました。

自分も相手も大切にすることの大切さを学びました。

の気持ちを伝えたいです。（女子） 

 自分がいろいろなことで

のが分かりまし

た。この時期はすごく大変で、

のを知り

ました。頑張って向き合っていきたいです。

（女子） 

自分と他の人には、それぞれ違いがあり、成長にも個人

差があることをもう一度意識できました。

自分の考えや感情を全て無理矢

理押し付けるのではなく、お互いを理解したいと思いました。

ストレスへの対処も自分なりの方法で、ただし他人を傷付

けないように対処したいと思います。自分は悩みなど、あ

まり相談しないので、何かあれば、誰かに相談して、一人

で抱え込みすぎないようにしたいです。（男子） 

 ＬＧＢＴの人々のことは知っていたけど、詳しく分からなかったので、今日分かって良かっ

たです。  

（女子） 

 男子と女子の心や体の変化がたくさん違

うところがあると知りました。僕は将来の

夢があります。

にしたい

です。（男子） 

 私は、ストレスをためてしまうことが多くて、よくおな

かが痛くなります。自分のストレス解消の仕方は、人や物

に当たることが多いです。

私は音楽を聴いたり、歌った

り、絵を描くことも好きなので、それでストレスを解消し

たいと思います。（女子） 

改めて、男女のしんどさ、成長が知れて、

男子

が女子に言いたいことで、自分に当てはまる部分が

あったので、嫌がられないように、人のことを理解

し、一つ一つの行動に気を付けていきたいと思いま

した。 （女子） 


